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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成20年2月14日(2008.2.14)

【公開番号】特開2007-131237(P2007-131237A)
【公開日】平成19年5月31日(2007.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2007-020
【出願番号】特願2005-327824(P2005-327824)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｈ０２Ｇ   3/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｒ  16/02    ６２３Ｔ
   Ｂ６０Ｒ  16/02    ６２０Ｚ
   Ｈ０２Ｇ   3/04    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月26日(2007.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載され、互いに距離を隔てて配置された第１および第２の電気部品と、
　前記第１の電気部品と前記第２の電気部品との間で延びるケーブルと、
　前記ケーブルが延びる経路上の少なくとも一部の区間に設けられた樹脂成形プロテクタ
と、
　前記樹脂成形プロテクタの内側で前記ケーブルの周囲を取り囲み、前記ケーブルが延び
る方向に沿って自在に湾曲するチューブ部材とを備え、
　前記樹脂成形プロテクタは、前記第１の電気部品および前記第２の電気部品の少なくと
もいずれか一方と、前記第１の電気部品および前記第２の電気部品に対して車両後方に配
置される部品との間に配置され、
　前記ケーブルに外力が加わる場合に、その外力は前記樹脂成形プロテクタおよび前記チ
ューブ部材によって低減される、高電圧ケーブルの保護構造。
【請求項２】
　前記ケーブルの全周は、前記区間で前記樹脂成形プロテクタにより取り囲まれている、
請求項１に記載の高電圧ケーブルの保護構造。
【請求項３】
　前記樹脂成形プロテクタは、前記チューブ部材よりも大きい強度を有する、請求項１ま
たは２に記載の高電圧ケーブルの保護構造。
【請求項４】
　前記ケーブルは、前記樹脂成形プロテクタ内で前記ケーブルが延びる方向に移動可能に
設けられている、請求項１から３のいずれか１項に記載の高電圧ケーブルの保護構造。
【請求項５】
　前記樹脂成形プロテクタは、前記ケーブルが延びる方向に沿って開口する開口部が形成
され、前記ケーブルを収容する本体と、前記本体に取り付けられ、前記開口部を塞ぐ蓋体
とを有する、請求項１から４のいずれか１項に記載の高電圧ケーブルの保護構造。
【請求項６】
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　前記第１および第２の電気部品と略水平方向に距離を隔てた位置には、前記車両を構成
し、剛体である前記部品が設置される、請求項１から５のいずれか１項に記載の高電圧ケ
ーブルの保護構造。
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